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は
じ
め
に

本
論
で
は
、
新
国
誠
一
（
一
九
二
五
～
一
九
七
七
）
の
具
体
詩
が
も
つ
イ
メ
ー

ジ
の
特
性
に
つ
い
て
論
じ
る
。
新
国
は
、
日
本
に
お
け
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
・
ポ

エ
ト
リ
ー
の
第
一
人
者
と
言
わ
れ
て
い
る
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
・
ポ
エ
ト
リ
ー
は
、

日
本
で
は
具
体
詩
と
呼
ば
れ
、「
知
覚
す
る
対
象
と
し
て
の
言
葉
の
物
質
性
を

表
現
要
素
に
用
い
て
創
作
さ
れ
た
実
験
的
な
詩
形
態
（
手
法（

（
（

）」
を
さ
す
。
一

九
五
〇
年
代
に
ド
イ
ツ
と
ブ
ラ
ジ
ル
で
共
同
提
唱
さ
れ
、
世
界
各
地
で
創
作
が

行
わ
れ
た
。
日
本
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
・
ポ
エ
ト
リ
ー
が
隆
盛
を
迎
え
た
の
は
一

九
六
〇
年
代
で
、
そ
の
運
動
を
牽
引
し
た
の
が
新
国
で
あ
っ
た
。

新
国
の
具
体
詩
に
注
目
す
る
理
由
は
、
そ
の
詩
の
独
自
性
に
あ
る
。
日
本
の

新
国
誠
一
の
具
体
詩
の
イ
メ
ー
ジ
特
性

奧 
 

野 
 

晶 
 

子

近
代
詩
・
現
代
詩
の
歴
史
は
欧
米
の
詩
や
芸
術
の
受
容
か
ら
始
ま
っ
た
と
い
え

る
。
一
八
八
二
年
の
『
新
体
詩
抄
』
を
皮
切
り
に
、
日
本
語
に
よ
る
ソ
ネ
ッ
ト

な
ど
の
定
型
押
韻
詩
を
試
み
た
マ
チ
ネ
・
ポ
エ
テ
ィ
ッ
ク
運
動
な
ど
、
西
欧
の

詩
を
取
り
入
れ
る
試
み
が
な
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
新
国
の
具
体
詩
は
、
海

外
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
・
ポ
エ
ト
リ
ー
の
模
倣
で
は
な
く
、
日
本
語
の
特
性
を
活

か
し
た
独
自
の
表
現
で
あ
る
。

本
論
の
ね
ら
い
は
、
新
国
の
具
体
詩
に
お
け
る
イ
メ
ー
ジ
が
、
海
外
の
コ
ン

ク
リ
ー
ト
・
ポ
エ
ト
リ
ー
と
は
ど
の
よ
う
に
異
な
る
か
を
、
新
国
自
身
の
制
作

意
図
を
踏
ま
え
て
考
察
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
考
察
は
、
日
本
語
に
よ
る
具

体
詩
の
可
能
性
を
探
る
う
え
で
重
要
な
手
が
か
り
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
先

行
研
究
と
し
て
は
、
水
野
真
紀
子
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
・
ポ
エ
ト

リ
ー
の
創
始
者
と
さ
れ
る
オ
イ
ゲ
ン
・
ゴ
ム
リ
ン
ガ
ー Eugen Gom

ringer
（
一
九
二
五
～
）
の
詩
を
中
心
に
、
新
国
の
作
品
に
も
言
及
し
、
具
体
詩
の
手

法
の
独
自
性
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る（

（
（

。
本
論
で
は
、
そ
の
議
論
を
敷
衍
し
、
新

国
が
い
か
に
日
本
語
を
用
い
て
多
層
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
も
つ
詩
を
制
作
し
た
か

は
じ
め
に

一
．
イ
メ
ー
ジ
理
解

二
．
日
本
語
の
使
用

三
．
新
国
の
具
体
詩

む
す
び
に
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を
明
ら
か
に
し
た
い
。

分
析
対
象
と
す
る
作
品
は
、
新
国
が
一
九
七
四
年
に
ロ
ン
ド
ン
の
ホ
ワ
イ
ト

チ
ャ
ペ
ル
・
ア
ー
ト
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー W

hite Chapel A
rt Gallery

で
開
催

し
た
個
展
に
出
品
し
た
も
の
と
す
る
。
こ
の
展
覧
会
は
、
新
国
に
と
っ
て
は
じ

め
て
の
単
独
で
の
展
覧
会
で
あ
り
、
彼
自
身
が
出
品
作
品
を
選
定
し
て
い
る
点

に
加
え
、
海
外
で
の
開
催
で
あ
っ
た
た
め
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
は
英
語
に
よ
る

新
国
自
身
の
解
説
が
付
さ
れ
て
お
り
、
制
作
意
図
の
一
端
を
知
る
手
が
か
り
と

な
る
。

第
一
章
で
は
、
当
時
の
詩
壇
や
新
国
が
「
イ
メ
ー
ジ
」
と
い
う
こ
と
ば
を
ど

の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
か
を
検
討
す
る
。
第
二
章
で
は
、
日
本
語
の
多
様
性
や

多
義
性
と
い
っ
た
言
語
的
特
性
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
第
三
章
で
は
、
そ
れ
ら

を
踏
ま
え
、
ロ
ン
ド
ン
個
展
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
も
と
に
作
品
分
析
を
行
う
。

最
後
に
、
新
国
の
具
体
詩
に
お
い
て
、
日
本
語
の
文
字
が
イ
メ
ー
ジ
の
増
幅
装

置
と
し
て
機
能
し
、
鑑
賞
者
に
多
義
的
で
複
雑
な
イ
メ
ー
ジ
を
も
た
ら
し
て
い

る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

一
．
イ
メ
ー
ジ
理
解

イ
メ
ー
ジ
と
は
、『
大
辞
林　

第
四
版
』（
三
省
堂
、
二
〇
一
九
年
）
に
よ
る
と
、

「
心
の
中
に
思
い
浮
か
べ
る
姿
や
情
景
。
心
象
。
形
象
。
イ
マ
ー
ジ
ュ
」
で
あ

り
、「
心
の
中
に
思
い
描
く
こ
と
」
で
あ
り
、「
目
の
前
に
な
い
対
象
を
直
観

的
・
具
体
的
に
思
い
描
い
た
像
」
で
あ
る
。
イ
メ
ー
ジ
と
い
う
こ
と
ば
が
日
本

で
い
つ
か
ら
定
着
し
た
の
か
は
定
か
で
な
い
が
、
明
治
時
代
以
降
、
西
洋
の
心

理
学
や
哲
学
の
概
念
と
し
て
輸
入
さ
れ
、
学
術
用
語
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た

よ
う
で
あ
る
。
詩
の
文
脈
に
お
い
て
は
、
上
田
敏
（
一
八
七
四
～
一
九
一
六
）
が

日
本
で
初
め
て
象
徴
派
の
詩
人
を
紹
介
し
た
詩
集
『
海
潮
音
』（
本
郷
書
院
、
一

九
〇
五
年
）
に
、im

age

の
訳
語
と
し
て
の
「
心
象
」
が
見
ら
れ
る
。

『
現
代
詩
用
語
辞
典
』（
飯
塚
書
店
、
一
九
五
六
年
）
に
は
、「Im

age

（
英
）

心
象
、
映
像
、
写
像
な
ど
と
い
う
日
本
語
に
訳
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
心
に
う

つ
っ
た
物
の
像
の
こ
と
で
、
く
わ
し
く
い
え
ば
、
想
像
力
に
よ
っ
て
捉
え
ら
れ

た
事
物
の
表
象
が
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。
想
像
力
す
な
わ
ち
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン

は
、
現
実
そ
の
も
の
に
な
く
て
、
人
間
の
能
力
そ
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
す
べ

て
主
観
的
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
主
観
的
な
心
理
作
用
が
言
葉
に
定
着
さ
れ
て

客
観
化
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
イ
メ
ー
ジ
が
生
れ
る
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

イ
メ
ー
ジ
と
い
う
こ
と
ば
は
、
芸
術
や
文
学
だ
け
で
な
く
、
哲
学
や
思
想
ま

で
、
様
々
な
文
脈
と
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
本
論
で
は
、
一
般
的

な
「
心
の
中
に
思
い
浮
か
べ
る
姿
や
情
景
。
心
象
。
形
象
。
イ
マ
ー
ジ
ュ
」
と

だ
け
お
さ
え
て
お
く
こ
と
と
す
る
。

前
述
の
『
現
代
詩
用
語
辞
典
』
に
、「
こ
の
イ
メ
ー
ジ
と
い
う
可
視
的
で
空

間
的
な
形
の
様
相
が
、
従
来
の
韻
律
が
つ
く
り
だ
す
音
楽
的
で
時
間
的
な
陶
酔

の
心
理
状
態
に
と
っ
て
代
っ
て
、
詩
的
美
の
中
心
的
な
主
題
に
な
っ
て
き
た
こ

と
は
、
現
代
詩
の
い
ち
ば
ん
重
要
な
傾
向
で
あ
る
」
と
記
載
が
あ
る
よ
う
に
、

一
九
五
〇
年
代
の
詩
の
文
脈
に
お
い
て
イ
メ
ー
ジ
と
い
う
こ
と
ば
が
多
く
用
い

ら
れ
て
い
る
。

山
本
捨
三
（
一
九
一
〇
～
没
年
不
明
）
の
一
九
五
五
年
の
論
考（

（
（

に
お
い
て
も
、
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「
今
日
現
代
詩
に
お
い
て
流
派
の
如
何
を
問
わ
ず
、
重
要
視
さ
れ
て
い
る
も
の

は
詩
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
」
と
さ
れ
、
山
本
は
、
詩
人
の
村
野
四
郎
（
一
九
〇

一
～
一
九
七
五
）
の
「
イ
メ
ー
ジ
は
あ
ら
ゆ
る
意
味
に
お
い
て
詩
の
肉
體
で
あ
り
、

そ
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
で
あ
り
、
新
し
い
詩
の
魅
力
イ
メ
ー
ジ
の
型
態
の
魅
力

で
あ
っ
て
、
詩
の
美
學
的
進
歩
は
新
し
い
イ
メ
ー
ジ
の
型
態
美
の
發
見
に
あ

る
」
と
い
う
こ
と
ば
を
と
り
あ
げ
て
い
る
。

詩
人
の
野
村
喜
和
夫
（
一
九
五
一
～
）
も
、
戦
後
詩
は
表
現
の
レ
ベ
ル
か
ら

述
べ
る
と
、
隠
喩
か
ら
イ
メ
ー
ジ
へ
、
そ
し
て
イ
メ
ー
ジ
か
ら
言
語
へ
と
変
貌

し
た
と
述
べ
て
お
り（

（
（

、
一
九
五
〇
～
一
九
六
〇
年
代
の
詩
壇
に
お
い
て
イ
メ
ー

ジ
は
重
要
視
さ
れ
て
い
た
。

で
は
、
新
国
自
身
は
、
イ
メ
ー
ジ
と
い
う
こ
と
ば
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い

た
の
だ
ろ
う
か
。
新
国
は
、「
現
代
美
術
」
七
号
（
サ
ン
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
、
一
九

六
五
年
）
に
ジ
ャ
ン
・
デ
ュ
ビ
ュ
ッ
フ
ェ Jean Philippe A

rthur D
ubuffet

（
一
九
〇
一
～
一
九
八
五
）、
イ
ブ
・
ク
ラ
イ
ン Y

ves K
lein

（
一
九
二
八
～
一
九
六

二
）、
ル
チ
オ
・
フ
ォ
ン
タ
ナ Lucio Fontana

（
一
八
九
九
～
一
九
六
八
）
の
作

品
を
と
り
あ
げ
た
「
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
」
と
い
う
論
考
を
寄
せ
て
い
る
。

新
国
は
、
イ
メ
ー
ジ
と
は
も
の
（
事
物
）
で
は
な
く
、
意
識
の
作
用
で
あ
る

と
し
た
。
イ
メ
ー
ジ
（
心
象
）
を
つ
く
り
だ
す
も
の
は
、対
象
の
フ
ォ
ル
ム
（
表

象
）
で
は
な
く
、
そ
の
フ
ォ
ル
ム
を
シ
ン
ボ
ル
化
し
た
も
の
で
、
シ
ン
ボ
ル
に

よ
っ
て
ひ
き
起
こ
さ
れ
る
イ
メ
ー
ジ
（
心
象
）
は
、
具
体
的
な
事
物
で
は
な
い

と
し
た
。

表
象
と
は
感
覚
を
素
材
と
し
て
つ
く
り
あ
げ
ら
れ
る
知
覚
の
外
的
イ

メ
ー
ジ
で
あ
る
。
表
象
作
用
は
シ
ン
ボ
ル
を
生
み
だ
し
、
シ
ン
ボ
ル
は
想

像
的
意
識
の
作
用
に
よ
っ
て
、
対
象
と
な
っ
て
い
る
も
の
0

0

を
空
無
化
す
る
。

す
る
と
、
い
ま
ま
で
不
在
だ
っ
た
新
た
な
も
の
（
こ
れ
は
原
初
の
感
覚
の
意

識
）
が
想
像
的
意
識
の
前
面
に
お
し
出
さ
れ
る
。
こ
れ
が
、
本
文
で
と
り

あ
げ
よ
う
と
す
る
イ
メ
ー
ジ
（
心
象
）
で
あ
り
、
表
象
の
外
的
イ
メ
ー
ジ

に
対
し
て
、
内
的
イ
メ
ー
ジ
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る（

（
（

。

新
国
は
、
イ
メ
ー
ジ
を
外
的
イ
メ
ー
ジ
（
表
象
）
と
内
的
イ
メ
ー
ジ
（
心
象
）

に
分
け
、
各
作
家
の
作
品
を
次
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
。

デ
ュ
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
の
作
品
に
つ
い
て
は
、
用
い
ら
れ
た
小
石
や
泥
と
い
っ
た

素
材
が
つ
く
り
出
す
固
有
の
イ
メ
ー
ジ
（
表
象
）
が
、
そ
こ
に
描
か
れ
た
人
の

フ
ォ
ル
ム
を
浸
蝕
し
風
化
し
な
が
ら
、
つ
い
に
は
大
地
の
よ
う
な
物
質
の
汚し

点み

と
な
る
と
し
、
こ
の
イ
メ
ー
ジ
（
心
象
）
の
展
開
と
作
用
は
こ
と
ば
に
よ
る
概

念
作
用
と
と
も
に
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
「
汚
点
」
が
さ
ら
に
無
限
の
生
命
観

を
イ
メ
ー
ジ
（
心
象
）
と
し
て
増
幅
す
る
と
し
た
。

ク
ラ
イ
ン
の
《
ブ
ル
ー
》
に
つ
い
て
は
、「
シ
ン
ボ
ル
が
「
青
」
と
い
う
こ

と
ば
に
よ
っ
て
理
念
と
し
て
の
フ
ォ
ル
ム
を
投
影
し
、
さ
ら
に
、
投
影
さ
れ
た

理
念
と
し
て
の
フ
ォ
ル
ム
を
「
青
」
と
い
う
こ
と
ば
が
破
壊
す
る

―
こ
の
際

限
の
な
い
繰
り
返
し
に
よ
っ
て
イ
メ
ー
ジ
（
心
象
）
が
構
築
さ
れ
る（

（
（

」
と
述
べ
、

イ
メ
ー
ジ
の
源
泉
と
な
る
の
は
こ
と
ば
で
あ
る
と
し
た
。

フ
ォ
ン
タ
ナ
の
《
空
間
概
念
》
に
つ
い
て
は
、
そ
の
あ
ざ
や
か
な
緑
一
色
の
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布
地
に
入
れ
ら
れ
た
見
事
な
切
れ
目
に
つ
い
て
、
問
題
は
切
れ
目
に
あ
る
の
で

は
な
く
、
切
れ
目
が
生
じ
た
空
間
に
あ
る
と
し
、
こ
の
切
れ
目
の
力
に
フ
ォ
ン

タ
ナ
の
シ
ン
ボ
ル
を
み
る
こ
と
が
で
き
、
そ
こ
に
フ
ォ
ン
タ
ナ
の
「
空
間
」
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
（
心
象
）
が
発
生
す
る
と
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
の

骨
格
を
つ
く
る
も
の
は
、「
空
間
の
物
質
化
」
と
い
う
こ
と
ば
の
概
念
作
用
な

の
だ
と
し
た
。

そ
し
て
最
後
に
、
イ
メ
ー
ジ
（
心
象
）
と
は
、「
意
識
の
問
題
で
あ
り
、
そ

の
意
識
の
そ
れ
ぞ
れ
の
作
用
に
よ
っ
て
「
表
象
」
と
「
心
象
」
が
つ
く
り
出
さ

れ
る
わ
け
で
あ
る
。
だ
が
、
大
切
な
こ
と
は
表
象
を
表
象
と
す
る
、
あ
る
い
は

心
象
が
心
象
と
な
る
意
味
づ
け
は
、
こ
と
ば
に
よ
る
概
念
作
用
な
し
に
は
な
り

た
た
な
い
こ
と
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
論
考
の
対
象
は
、
詩
で
は
な

く
現
代
美
術
で
あ
る
が
、
新
国
の
関
心
は
イ
メ
ー
ジ
よ
り
も
、
イ
メ
ー
ジ
を
つ

く
り
出
す
こ
と
ば
の
概
念
作
用
に
あ
っ
た
。

二
．
日
本
語
の
使
用

詩
の
受
容
に
は
い
く
つ
か
あ
る
。
詩
を
読
む
場
合
、
声
に
出
し
て
読
む
こ
と

も
あ
れ
ば
、
黙
読
す
る
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、
ポ
エ
ト
リ
ー
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
や

オ
ー
デ
ィ
オ
ブ
ッ
ク
と
い
っ
た
、
書
か
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
読
ま
れ
た
も
の

を
受
容
す
る
と
い
う
場
合
も
あ
る
。『
大
辞
林　

第
四
版
』
に
よ
る
と
、「
読

む
」
の
意
味
に
は
、「
書
か
れ
た
文
字
を
一
字
ず
つ
声
に
出
し
て
言
う
」、「
文

字
・
文
章
な
ど
の
表
す
意
味
を
理
解
す
る
」、「
図
形
・
グ
ラ
フ
や
、
一
見
無
意

味
な
文
字
連
続
な
ど
の
意
味
す
る
こ
と
を
判
断
し
理
解
す
る
」
な
ど
が
あ
る
。

書
か
れ
た
詩
も
読
ま
れ
る
詩
も
、
い
ず
れ
の
詩
も
こ
と
ば
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

こ
と
ば
は
ど
の
よ
う
に
イ
メ
ー
ジ
を
喚
起
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

新
国
は
、
Ｅ
・
Ｅ
・
カ
ミ
ン
グ
ズEdw

ard Estlin Cum
m

ings

（
一
八
九

四
～
一
九
六
二
）
の
詩
に
つ
い
て
の
論
考
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

多
く
の
ば
あ
い
、
詩
に
と
っ
て
の
イ
メ
ー
ジ
は
一
義
的
な
も
の
で
は
な

い
。
つ
ま
り
、
限
定
（
条
件
ずマ

けマ

ら
れ
た
と
い
っ
て
も
よ
い
）
さ
れ
た
単
語

や
語
句
の
イ
メ
ー
ジ
が
多
義
的
で
あ
る
ば
あ
い
、
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
た
一
篇
の
詩
が
、
必
ず
し
も
一
定
の
イ
メ
ー
ジ
を
定
着
さ
せ
る
こ
と

は
な
く
、
幾
通
り
も
の
詩
的
感
動
を
生
み
だ
す
の
で
あ
る
。
こ
の
原
因
は

こ
と
ば
そ
れ
自
体
が
も
つ
象
徴
性
に
遠
因
が
あ
る
が
、
こ
と
ば
が
詩
と
し

て
表
現
さ
れ
る
さ
い
に
変
容
す
る
メ
タ
フ
ァ
ー
と
ア
ナ
ロ
ジ
ー
に
最
大
の

秘
密
が
か
く
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る（

（
（

。

新
国
は
、
イ
メ
ー
ジ
が
多
義
的
で
あ
る
語
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
詩
は
、
幾
通

り
も
の
詩
的
感
動
を
生
み
だ
す
と
考
え
た
。
こ
と
ば
が
詩
の
中
で
象
徴
的
、
比

喩
的
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
で
、
鑑
賞
者
の
感
受
性
や
文
脈
に
応
じ
て
、
異
な
る

イ
メ
ー
ジ
や
感
動
が
立
ち
上
が
る
。
そ
の
多
義
性
こ
そ
が
詩
の
魅
力
で
あ
り
、

詩
的
表
現
の
核
心
で
あ
る
と
考
え
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

一
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
新
国
は
外
的
イ
メ
ー
ジ
（
表
象
）
が
、
鑑
賞
者
の

想
像
的
意
識
の
作
用
に
よ
り
、
対
象
を
空
無
化
し
、
新
た
な
内
的
イ
メ
ー
ジ

（
心
象
）
を
生
み
だ
し
、
素
材
の
外
的
イ
メ
ー
ジ
が
、
内
的
イ
メ
ー
ジ
を
増
幅
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す
る
と
考
え
た
。
書
か
れ
た
詩
の
場
合
、
外
的
イ
メ
ー
ジ
が
こ
と
ば
を
構
成
す

る
文
字
で
あ
る
と
考
え
る
と
、
文
字
が
な
ぜ
内
的
イ
メ
ー
ジ
を
増
幅
す
る
の
か
。

そ
の
要
因
は
日
本
語
の
特
性
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

日
本
語
の
特
性
の
一
つ
に
文
字
の
多
様
性
が
あ
げ
ら
れ
る
。
日
本
語
は
、
漢

字
、
ひ
ら
が
な
、
カ
タ
カ
ナ
と
い
う
三
種
類
の
文
字
を
も
っ
て
い
る
。
漢
字
は

中
国
大
陸
で
生
ま
れ
、
や
が
て
日
本
を
含
め
東
ア
ジ
ア
世
界
へ
と
広
ま
り
、
各

地
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
。
漢
字
は
中
国
語
と
は
体
系
を
異
に
す
る
日
本
語
の

た
め
に
造
ら
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
日
本
で
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が
な

さ
れ
、
他
の
漢
字
圏
に
は
見
ら
れ
な
い
独
自
の
漢
字
文
化
が
発
展
し
た
。

書
家
の
石
川
九
楊
（
一
九
四
五
～
）
は
著
書
『
日
本
語
と
は
ど
う
い
う
言
語

か
』（
講
談
社
、
二
〇
一
五
年
）
に
お
い
て
、
日
本
語
が
世
界
に
特
異
な
言
語
で

あ
る
点
と
し
て
、
漢
字
と
ひ
ら
が
な
と
カ
タ
カ
ナ
の
三
種
類
の
文
字
を
も
つ
こ

と
を
あ
げ
、「
日
本
語
は
、
漢
字
＝
漢
語
＝
音
語
＝
漢
文
体
と
、
ひ
ら
が
な
＝

和
語
＝
訓
語
＝
和
文
体
と
、
カ
タ
カ
ナ
＝
半
言
語
か
ら
な
る
二
重
、
三
重
、
さ

ら
に
近
年
は
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
記
号
を
も
使
う
四
重
の
雑
種
語
で
あ
り
、
そ
の

語
彙
と
文
体
と
表
現
が
日
本
文
化
を
形
成
し
て
い
る（

（
（

」
と
述
べ
て
い
る
。

言
語
学
者
の
金
田
一
春
彦
（
一
九
一
三
～
二
〇
〇
四
）
は
、「
日
本
語
の
単
語

を
形
態
の
面
か
ら
眺
め
る
時
、
ま
ず
第
一
の
特
色
は
、
一
定
の
形
を
も
た
ず
、

不
安
定
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る（

（
（

」
と
日
本
語
の
表
記
の
不
安
定
さ
を
あ
げ
、
そ

れ
を
日
本
人
が
利
用
し
て
い
る
と
し
た
。
そ
の
例
と
し
て
、
ド
イ
ツ
の
詩
人

カ
ー
ル
・
ヘ
ル
マ
ン
・
ブ
ッ
セK

arl H
erm

ann Busse

（
一
八
七
二
～
一
九
一

八
）
の
《
山
の
あ
な
たÜ

ber den Bergen

》
の
翻
訳
を
あ
げ
、
上
田
敏
が
、

世
間
一
般
の
人
に
漢
字
の
「
人
」
を
、
自
分
の
意
中
の
人
、
自
分
と
同
じ
心
の

人
に
ひ
ら
が
な
の
「
ひ
と
」
を
用
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
日
本
語
で
は
、

「
人
」、「
ひ
と
」、「
ヒ
ト
」
と
表
記
を
使
い
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
文
字
の

種
類
に
よ
っ
て
印
象
は
異
な
る
。
漢
字
は
構
造
的
で
堅
く
て
フ
ォ
ー
マ
ル
な
印

象
を
、
ひ
ら
が
な
は
曲
線
的
で
柔
ら
か
く
て
優
し
い
印
象
を
、
カ
タ
カ
ナ
は
直

線
的
で
外
来
語
や
擬
音
語
に
使
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
外
来
性
や
強
調
、
動
き
の

あ
る
印
象
を
与
え
る
。

金
田
一
は
ま
た
、
ひ
と
つ
の
文
字
が
二
つ
以
上
の
発
音
を
も
つ
、
発
音
の
不

安
定
さ
に
つ
い
て
も
指
摘
し
て
い
る
。
日
本
語
の
特
性
の
も
う
一
つ
が
、
そ
の

発
音
の
不
安
定
さ
、
漢
字
の
も
つ
音
の
多
様
性
で
あ
る
。
石
川
は
、「
文
字
中

心
の
日
本
語
、
文
字
に
対
す
る
依
存
度
の
非
常
に
高
い
言
語
で
あ
る
日
本
語
に

お
い
て
は
、
音
語
と
訓
語
の
二
併
性
を
日
本
語
の
い
ち
ば
ん
大
き
な
特
徴
と
し

て
指
摘
で
き
る
の
で
は
な
い
か（

（1
（

」
と
述
べ
て
い
る
。
石
川
の
い
う
二
併
性
と
は
、

「
風
車
」
を
「
フ
ウ
シ
ャ
」
と
読
め
ば
音
語
で
、「
か
ざ
ぐ
る
ま
」
と
読
め
ば

訓
語
に
な
る
と
い
う
構
造
を
指
し
て
お
り
、「
風
車
」
の
例
で
は
一
つ
の
漢
字

語
が
二
つ
の
こ
と
ば
を
も
っ
て
い
る
と
す
る
。「
春
眠
」
の
場
合
は
、「
シ
ュ
ン

ミ
ン
」
と
「
は
る
の
ね
む
り
」、
翻
訳
す
れ
ば
同
じ
だ
が
、
日
本
語
と
し
て
は

ニ
ュ
ア
ン
ス
が
違
う
と
し
、
日
本
語
は
他
の
言
語
の
二
倍
の
表
現
を
も
っ
て
い

る
と
し
た
。

言
語
学
者
の
鈴
木
孝
夫
（
一
九
二
六
～
二
〇
二
一
）
も
、「
日
本
語
表
記
と
し

て
の
漢
字
は
、
主
と
し
て
そ
の
音
訓
二
重
性
の
故
に
、
原
理
的
に
は
表
音
表
記

で
あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
な
ど
で
は
想
像
も
で
き
な
い
よ
う
な
、
本
質
的
な
影
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響
を
日
本
語
と
い
う
言
語
に
与
え
て
い
る
（
中
略
）
日
本
語
の
中
に
用
い
ら
れ

て
い
る
漢
字
は
、
音
声
を
表
わ
す
代
理
記
号
と
し
て
の
文
字
表
記
で
あ
る
よ
り

は
、
む
し
ろ
そ
れ
自
体
が
き
わ
め
て
視
覚
的
な
性
格
を
持
つ
独
立
し
た
伝
達
媒

体
と
な
っ
て
お
り
、
音
声
と
併
立
し
、
こ
れ
と
密
接
な
相
補
関
係
に
立
っ
て
い

る（
（1
（

」
と
述
べ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
日
本
語
の
文
字
の
多
様
性
や
、
漢
字
に
お
け
る
音
読
み
と

訓
読
み
の
併
存
に
よ
る
多
義
性
と
い
っ
た
言
語
的
特
性
は
、
細
や
か
で
重
層
的

な
表
現
を
可
能
に
し
、
詩
に
お
け
る
イ
メ
ー
ジ
の
増
幅
に
寄
与
す
る
と
考
え
ら

れ
る
。
具
体
詩
は
、
従
来
の
詩
に
比
べ
て
使
用
さ
れ
る
語
数
が
少
な
い
た
め
、

言
語
の
も
つ
意
味
的
・
視
覚
的
な
力
が
よ
り
重
要
と
な
る
。
そ
の
点
に
お
い
て
、

日
本
語
が
果
た
す
役
割
は
極
め
て
大
き
い
。
表
音
文
字
で
あ
る
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ

ト
を
素
材
と
す
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
・
ポ
エ
ト
リ
ー
と
、
本
章
で
述
べ
た
よ
う
な

特
性
を
有
す
る
日
本
語
を
素
材
と
し
た
具
体
詩
と
で
は
、
詩
作
の
手
法
は
同
一

と
は
い
え
な
い
。

三
．
新
国
の
具
体
詩

新
国
は
、
こ
と
ば
に
こ
だ
わ
っ
た
詩
人
で
あ
っ
た
。『
Ａ
Ｓ
Ａ
』
三
号
（
芸

術
研
究
協
会
、
一
九
六
八
年
）
に
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

本
来
コ
ト
バ
の
内
容
は
空
虚
で
あ
り
，
コ
ト
バ
は
単
な
る
皮
膜
を
持
つ

だ
け
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。
し
か
も
，
こ
の
皮
膜
は
，
実

は
コ
ト
バ
と
し
て
の
物
質
＝
材
料
の
す
べ
て
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
言
い

か
え
れ
ば
，
視
覚
的
形
象
性
，
聴
覚
的
音
響
性
，
意
味
論
的
情
報
性
と
い

う
機
能
的
個
体
と
し
て
の
物
質
な
の
で
あ
る（

（1
（

。

新
国
は
こ
こ
で
「
コ
ト
バ
」
の
表
記
を
用
い
て
い
る
。
新
国
は
、「
こ
と

ば
」
を
「
言
語
，a language, une langue, un langage.

」、「
コ
ト
バ
」

を
「
語
，
単
語
，a w

ord, un m
ot.

」
と
使
い
分
け
て
い
る（

（1
（

。
新
国
は
言
語

と
し
て
の
こ
と
ば
、
日
本
語
を
使
い
分
け
て
い
た
。

コ
ト
バ
は
そ
れ
自
体
で
一
義
的
な
確
固
た
る
意
味
を
も
つ
わ
け
で
は
な
く
、

意
味
は
常
に
文
脈
や
鑑
賞
者
に
よ
っ
て
生
成
さ
れ
る
。
新
国
は
、
コ
ト
バ
の
も

つ
意
味
や
内
容
で
は
な
く
、
皮
膜
と
い
う
外
的
イ
メ
ー
ジ
、
コ
ト
バ
が
も
つ
形

象
性
や
音
響
性
、
情
報
性
こ
そ
が
鑑
賞
者
に
内
的
イ
メ
ー
ジ
を
も
た
ら
す
詩
的

表
現
の
核
で
あ
る
と
考
え
、
こ
と
ば
に
こ
だ
わ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

具
体
詩
は
、
そ
の
素
材
に
よ
り
、
文
字
や
写
真
な
ど
の
非
言
語
的
な
も
の
を

素
材
と
し
て
視
覚
に
訴
え
る
詩
で
あ
る
視
覚
詩
と
、
音
を
素
材
と
し
た
聴
覚
に

訴
え
る
詩
で
あ
る
音
声
詩
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
新
国
は
、
視
覚
詩
と
音

声
詩
の
両
方
を
制
作
し
て
い
た
。
こ
こ
で
は
、
新
国
の
視
覚
詩
を
対
象
に
、
日

本
語
の
文
字
や
音
の
多
様
性
、
多
義
性
が
ど
の
よ
う
に
イ
メ
ー
ジ
を
喚
起
さ
せ

て
い
る
か
を
考
察
す
る
。

新
国
の
ロ
ン
ド
ン
の
個
展
で
は
、
視
覚
詩
は
二
十
七
点（

（1
（

出
品
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
う
ち
、
国
内
外
で
新
国
の
詩
と
し
て
紹
介
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
《
川
ま
た

は
州
》（
一
九
六
六
年
）、《
雨
》（
一
九
六
六
年
）、《
闇
》（
一
九
六
六
年
）、《
触

る
》（
一
九
七
二
年
）、《
淋
し
》（
一
九
七
三
年
）
の
五
点
を
と
り
あ
げ
る（

（1
（

。
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《
川
ま
た
は
州 River or Sandbank

》（
図
１
）
で
は
、
か
た
ち
と
意
味
が

類
似
す
る
「
川
」
と
「
州
」
の
漢
字
が
対
角
線
上
に
配
置
さ
れ
る
。
水
平
、
垂

直
の
グ
リ
ッ
ド
が
感
じ
ら
れ
る
面
が
構
成
さ
れ
、
主
語
や
述
語
、
品
詞
と
い
っ

た
文
法
的
要
素
は
存
在
せ
ず
、
文
字
の
み
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。「
川
」
と

「
州
」
が
並
列
に
配
置
さ
れ
る
こ
と
で
、
川
が
上
流
か
ら
下
流
へ
と
流
れ
、
そ

の
途
中
に
中
州
が
形
成
さ
れ
る
様
子
を
表
わ
す
「
川
州
（
か
わ
す
）」
と
い
う
読

み
も
想
起
さ
れ
る
。
ま
た
、「
川
」
と
「
州
」
か
ら
は
「
洲
」
と
い
う
漢
字
も

連
想
さ
れ
る
。「
州
」
は
画
数
が
多
く
密
度
が
高
い
た
め
、
文
字
と
し
て
の
濃

度
が
強
調
さ
れ
、
三
角
州
の
イ
メ
ー
ジ
が
浮
か
び
上
が
る
。
文
字
の
も
つ
か
た

ち
と
意
味
が
相
互
に
作
用
し
、
豊
か
な
イ
メ
ー
ジ
を
喚
起
す
る
作
品
で
あ
る
。

新
国
の
展
覧
会
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
は
、
各
詩
を
構
成
す
る
語
と
そ
の
意
味

が
最
初
に
あ
げ
ら
れ
、
短
い
解
説
が
付
さ
れ
て
い
る
。《
川
ま
た
は
州
》
に
つ

い
て
は
、
最
初
に
「
川
＝river, 

州
＝sandbank

」
と
意
味
を
あ
げ
「「
川
」

と
「
州
」
を
表
す
二
つ
の
漢
字
に
は
ア
ナ
ロ
ジ
ー
が
存
在
す
る
。「
川
」
が
詩

の
主
語
な
ら
ば
「
州
」
は
述
語
と
な
り
、「
州
」
が
主
語
な
ら
ば
「
川
」
が
述

語
と
な
る
。
さ
ら
に
、「
川
」
と
「
州
」
が
共
に
主
語
と
な
る
場
合
、
図
形
空

間
そ
の
も
の
が
述
語
と
な
る（

（1
（

。」
と
解
説
し
て
い
る
。

鑑
賞
者
に
は
、
主
語
や
述
語
と
い
っ
た
文
の
構
成
を
な
し
て
い
る
よ
う
に
は

見
え
ず
、
詩
と
は
感
じ
ら
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
新
国
自
身
は
独
自
の
構

成
に
よ
り
詩
を
制
作
し
て
い
た
。
新
国
は
ま
た
、「
川
」
と
「
州
」
の
漢
字
に

ア
ナ
ロ
ジ
ー
も
見
出
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
新
国
が
メ
タ
フ
ァ
ー
よ
り
も
ア
ナ

ロ
ジ
ー
に
詩
の
本
質
を
み
よ
う
と
し
た（

（1
（

こ
と
に
も
通
じ
て
い
る
。

《
雨 Rain

》（
図
２
）
は
、「
雨
」
の
文
字
が
紙
面
の
下
中
央
に
た
だ
一
つ
配

置
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
に
は
、「
雨
」
を
構
成
す
る
要
素
で
あ
る
「
、」
が

雨
粒
と
な
っ
て
、
上
か
ら
下
へ
同
じ
リ
ズ
ム
で
降
り
続
け
る
。
シ
ン
プ
ル
で
静

謐
な
空
間
が
広
が
り
、
静
か
に
降
る
雨
の
情
景
が
視
覚
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。

新
国
は
、
こ
の
詩
に
つ
い
て
「
雨
＝rain

」
と
意
味
を
あ
げ
、「
こ
の
詩
は
、

記
号
と
し
て
の
コ
ト
バ
と
、
絵
や
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
の
コ
ト
バ
と
の
間
に
直
接

的
な
対
応
関
係
が
あ
る
点
で
恵
ま
れ
て
い
る
。
雨
を
表
す
表
意
文
字
か
ら
四
つ

の
水
滴
が
取
り
除
か
れ
る
と
、
そ
れ
ら
は
コ
ト
バ
か
ら
完
全
に
離
れ
、
独
立
し

図１：新国誠一《川または州》
（1966年）
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た
動
詞
と
し
て
機
能
す
る（

（1
（

」
と
し
て
い
る
。

鑑
賞
者
は
、「
雨
」
と
い
う
文
字
を
見
て
、「
、」
が
雨
粒
で
あ
り
、
雨
が

降
っ
て
い
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
も
つ
。
し
か
し
、
雨
か
ら
連
想
す
る
イ
メ
ー

ジ
は
、
鑑
賞
者
に
よ
っ
て
異
な
る
。
ア
メ
リ
カ
の
詩
人
カ
ー
ル
・
ケ
ン
プ
ト
ン 

K
arl K

em
pton

（
一
九
四
三
～
）
は
、「
新
国
作
品
に
お
け
る
雨
は
、
広
島
・

長
崎
へ
の
原
爆
投
下
後
に
放
射
能
で
汚
染
さ
れ
た
「
黒
い
雨
」
と
解
釈
で
き
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
雨
は
、
爆
撃
の
後
に
流
さ
れ
続
け
る
果
て
し
な
い
涙
と
い
え
る

か
も
し
れ
な
い（

（1
（

。」
と
し
た
。
作
品
の
意
味
は
作
者
の
意
図
に
よ
っ
て
決
定
さ

れ
る
の
で
は
な
く
、
鑑
賞
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
と
い
う
の
は
、
従
来
の
詩

よ
り
も
具
体
詩
に
こ
そ
あ
て
は
ま
る
。
主
語
の
な
い
無
人
称
の
詩
に
は
作
者
の

存
在
は
感
じ
ら
れ
ず
、
鑑
賞
者
は
、
目
の
前
の
作
品
を
自
由
に
読
む
こ
と
が
で

き
る
。
鑑
賞
者
に
よ
り
イ
メ
ー
ジ
す
る
内
容
は
異
な
る
が
、
漢
字
の
か
た
ち
が

鑑
賞
者
の
イ
メ
ー
ジ
を
喚
起
す
る
、
視
覚
に
訴
え
る
詩
で
あ
る
。

《
闇 D

arkness

》（
図
３
）
で
は
、
漢
字
は
「
門
」
と
「
音
」
に
分
解
さ
れ

る
構
造
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
九
行
に
わ
た
っ
て
並
ぶ
「
門
」
は
堅
牢
な
印
象

を
与
え
、
十
行
目
に
表
れ
る
「
闇
」
は
画
数
が
多
く
、
最
も
暗
く
重
厚
な
存
在

と
し
て
際
立
つ
。
そ
れ
は
、
内
と
外
の
境
界
の
よ
う
に
も
見
え
、
そ
の
先
に
広

が
る
暗
闇
を
暗
示
し
て
い
る
。
か
た
ち
と
し
て
の
「
音
」
の
文
字
は
下
に
向
か

図２：新国誠一《雨》（1966年）

図３：新国誠一《闇》（1966年）
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う
に
つ
れ
て
徐
々
に
小
さ
く
な
っ
て
い
く
。
こ
れ
は
、
音
が
遠
ざ
か
る
に
つ
れ

て
小
さ
く
な
る
様
子
を
視
覚
的
に
表
現
し
て
い
る
。「
音
」
は
「
門
」
に
吸
収

さ
れ
、「
闇
」
へ
と
変
容
す
る
。
こ
う
し
た
構
成
は
、
視
覚
的
な
イ
メ
ー
ジ
を

喚
起
す
る
と
同
時
に
、「
門
（
モ
ン
）」、「
闇
（
ア
ン
）」、「
音
（
オ
ン
）」
と
い
っ

た
漢
字
の
音
読
み
が
聴
覚
に
も
訴
え
か
け
る
。
視
覚
と
聴
覚
の
両
面
か
ら
鑑
賞

者
の
感
覚
を
刺
激
す
る
、
重
層
的
な
作
品
で
あ
る
。

新
国
は
、
こ
の
詩
に
つ
い
て
「
門
＝gate, 

音
＝sound, 

闇
＝darkness

」

を
あ
げ
、「
こ
の
詩
に
お
け
る
私
の
意
図
は
、「
闇
」（
ア
ン
）、「
門
」（
モ
ン
）、

「
音
」（
オ
ン
）
と
い
う
三
つ
の
漢
字
が
作
り
出
す
イ
メ
ー
ジ
全
体
を
凝
縮
す

る
こ
と
に
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
水
平
線
と
垂
直
線
の
パ
タ
ー
ン
に
よ
っ
て
、

こ
れ
ら
三
つ
の
コ
ト
バ
が
視
覚
的
・
聴
覚
的
に
独
自
の
文
脈
を
構
成
し
て
い

る（
（2
（

。」
と
し
て
い
る
。

《
触
る T

ouch

》（
図
４
）
で
は
、
漢
字
の
解
体
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
中

央
に
配
置
さ
れ
た
「
触
」
の
ま
わ
り
に
は
、
無
数
の
ひ
ら
が
な
の
「
る
」
が
取

り
囲
む
よ
う
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。「
触
」
と
「
る
」
が
組
み
合
わ
さ
る
こ
と

で
「
触
（
さ
わ
）
る
」
と
読
め
る
。
中
央
の
「
触
」
の
文
字
が
「
角
」
と
「
虫
」

に
分
解
し
て
見
る
こ
と
も
で
き
、
こ
れ
は
虫
で
「
る
」
が
角
（
つ
の
）
と
な
り
、

触
覚
の
よ
う
な
印
象
を
与
え
る
。
無
数
の
「
る
」
の
動
き
を
追
っ
て
い
く
と
、

左
上
の
小
さ
な
「
唇
」
の
存
在
に
気
づ
く
。
す
る
と
、「
る
」
が
触
手
の
よ
う

に
見
え
は
じ
め
、
さ
ら
に
「
触
」
が
同
じ
音
を
も
つ
「
蝕
」
に
も
見
え
て
く
る
。

「
さ
わ
る
」
と
「
く
ち
び
る
」
に
共
通
す
る
「
る
」
の
音
が
響
き
合
い
、
視
覚

だ
け
で
な
く
、
触
覚
や
聴
覚
に
も
訴
え
か
け
る
詩
的
な
作
品
と
な
っ
て
い
る
。

新
国
は
、
こ
の
詩
に
つ
い
て
「
触
る
（saw

aru

）
＝touch

」
を
あ
げ
、「
こ

の
表
意
文
字
は
「
触
る
」
を
意
味
す
る
名
詞
で
あ
り
、
こ
れ
に
「
る
」
と
い
う

発
音
記
号
を
付
加
す
る
こ
と
で
動
詞
「
触
る
」
と
な
る
。
こ
の
発
音
記
号
が
繰

り
返
し
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
、
触
る
と
い
う
行
為
の
繊
細
さ
を
表
現
す
る
た

め
で
あ
る（

（2
（

。」
と
し
て
い
る
。

《
淋
し Loneliness

》（
図
５
）
は
、
千
百
二
十
五
個
の
「
林
」
と
一
個
の

「
淋
」
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。「
林
」
と
「
淋
」
は
、
音
読
み
で
と
も
に

「
リ
ン
」
を
音
に
も
つ
語
義
が
対
照
的
な
同
音
異
義
語
で
あ
り
、
訓
読
み
で
は

「
ハ
ヤ
シ
」
と
「
サ
ミ
シ
」
と
な
り
、
脚
韻
が
成
立
す
る
。
鑑
賞
者
は
、
初
見

で
無
数
に
並
ぶ
「
林
」
に
圧
倒
さ
れ
、
次
に
一
つ
だ
け
飛
び
出
し
た
「
氵
」
の 図４：新国誠一《触る》（1972年）
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存
在
に
気
づ
く
。
そ
し
て
、
最
後
に
こ
の
詩
の
中
心
が
「
淋
」
で
あ
る
こ
と
に

気
づ
き
、
そ
の
意
味
に
つ
い
て
考
え
る
。
な
ぜ
「
木
」
や
「
森
」
で
は
な
く

「
林
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
。「
林
」
に
は
、「
群
が
っ
て
は
え
て

い
る
樹
木
」
と
い
う
意
味
の
ほ
か
に
、「
人
ま
た
は
事
物
の
寄
り
集
ま
る
場
所
。

ま
た
、
集
ま
っ
た
も
の
」
や
「
郷
土
」
と
い
っ
た
語
義
も
含
ま
れ
る
。
千
百
二

十
六
個
の
同
じ
響
き
を
も
つ
文
字
の
中
に
、
た
だ
一
つ
だ
け
か
た
ち
の
異
な
る

「
サ
ミ
シ
」
と
読
む
文
字
が
存
在
す
る
。
飛
び
出
し
た
「
氵
」
は
、
木
の
葉
か

ら
滴
る
水
滴
か
ら
涙
へ
と
変
容
す
る
。
広
大
な
林
の
風
景
は
一
転
し
、
人
混
み

に
紛
れ
て
ぽ
つ
ん
と
一
人
涙
す
る
姿
へ
と
変
わ
る
。
視
覚
と
聴
覚
が
呼
応
し
、

多
層
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
立
ち
上
が
る
詩
で
あ
る
。

こ
の
詩
に
つ
い
て
新
国
は
、「
林
＝forest, 

氵
＝trickle, 

淋
＝loneliness

」

を
あ
げ
、「
木
の
葉
か
ら
は
ほ
ん
の
数
滴
の
雨
が
滴
り
落
ち
る
。
森
に
は
孤
独

よ
り
も
静
け
さ
が
満
ち
て
い
る（

（2
（

。」
と
し
て
い
る
。

以
上
の
作
品
分
析
を
通
じ
て
、
新
国
の
具
体
詩
が
、
日
本
語
の
文
字
体
系
や

音
韻
、
意
味
の
多
義
性
を
巧
み
に
活
用
し
、
視
覚
・
聴
覚
・
触
覚
と
い
っ
た
複

数
の
感
覚
に
訴
え
か
け
る
詩
的
空
間
を
構
築
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

《
川
ま
た
は
州
》
で
は
、
漢
字
の
か
た
ち
と
意
味
の
類
似
性
を
利
用
し
、

《
雨
》
で
は
、
漢
字
の
構
成
要
素
を
雨
粒
に
見
立
て
て
視
覚
的
に
表
現
し
て
い

る
。《
闇
》
で
は
、
漢
字
の
分
解
と
配
置
に
よ
っ
て
、
音
と
空
間
の
関
係
性
を

視
覚
と
聴
覚
の
両
面
か
ら
描
き
出
し
、《
触
る
》
で
は
、
ひ
ら
が
な
の
「
る
」

の
反
復
に
よ
っ
て
、
触
覚
的
な
動
き
や
音
の
響
き
を
詩
的
に
表
現
し
て
い
る
。

《
淋
し
》
で
は
、
同
音
異
義
語
の
配
置
に
よ
っ
て
、
孤
独
の
感
覚
を
多
層
的
に

喚
起
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
作
品
に
共
通
す
る
の
は
、
言
語
の
物
質
性
を
詩
的
表
現
の
核
と
し
、

文
字
そ
の
も
の
を
イ
メ
ー
ジ
生
成
の
装
置
と
し
て
機
能
さ
せ
て
い
る
点
で
あ
る
。

新
国
は
、
メ
タ
フ
ァ
ー
よ
り
ア
ナ
ロ
ジ
ー
に
詩
の
本
質
を
見
出
し
、
日
本
語
の

音
訓
や
文
字
の
か
た
ち
を
意
識
的
に
活
用
す
る
こ
と
で
、
従
来
の
詩
と
は
異
な

る
詩
的
体
験
を
創
出
し
て
い
る
。

む
す
び
に

本
論
で
は
、
新
国
誠
一
の
具
体
詩
に
お
け
る
イ
メ
ー
ジ
の
特
性
を
、
日
本
語

の
言
語
的
・
視
覚
的
な
構
造
と
関
連
づ
け
な
が
ら
考
察
し
た
。
と
り
わ
け
、
日

本
語
の
文
字
体
系
の
多
様
性
や
、
漢
字
に
お
け
る
音
読
み
と
訓
読
み
の
併
存
に

よ
る
多
義
性
が
、
詩
に
お
け
る
イ
メ
ー
ジ
の
生
成
と
増
幅
に
寄
与
し
て
い
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
れ
ら
の
特
性
は
、
語
数
の
少
な
い
具
体
詩
に
お
い
て
、

図５：新国誠一《淋し》（1973年）
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註（
１
）	

水
野
真
紀
子
「
日
欧
の
具
体
詩
」『
言
語
情
報
科
学
』
六
号
、
二
〇
〇
八
年
、

二
九
三
頁
―
三
〇
九
頁
。

（
２
）	

（
註
１
）
二
九
三
頁　

参
照
。

（
３
）	

山
本
捨
三
「
現
代
詩
の
イ
メ
ー
ジ
に
關
す
る
一
考
察
」『
相
愛
女
子
短
期
大
学

研
究
論
集
』
二
巻
二
号
、
一
九
九
五
年
、
二
十
一
―
五
十
二
頁
。

（
４
）	

野
村
喜
和
夫
『
現
代
詩
作
マ
ニ
ュ
ア
ル
：
詩
の
森
に
踏
み
込
む
た
め
に
』（
思

潮
社
、
二
〇
〇
五
年
）
五
十
二
頁
。

（
５
）	

新
国
誠
一
「
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
」『
現
代
美
術
』
七
号
、
一
九
六
五
年
、
二
頁
。

（
６
）	

（
註
５
）
四
―
五
頁
。

（
７
）	

新
国
誠
一
「
カ
ミ
ン
グ
ズ
の
詩
に
つ
い
て
」『
文
芸
東
北
』
六
巻
四
・
五
号
、

一
九
六
四
年
、
三
〇
頁
。

（
８
）	

石
川
九
楊
『
日
本
語
と
は
ど
う
い
う
言
語
か
』（
講
談
社
、
二
〇
一
五
年
）
二

三
〇
―
二
三
一
頁
。

（
９
）	

金
田
一
春
彦
『
日
本
語　

新
版
（
上
）』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
四
年
）
一
五
三

頁
。

（
10
）	

（
註
８
）
二
四
三
頁　

参
照
。

（
11
）	

鈴
木
孝
夫 

『
閉
さ
れ
た
言
語
・
日
本
語
の
世
界
【
増
補
新
版
】』（
新
潮
社
、
二

〇
一
七
年
）
五
十
八
頁
。

（
12
）	

新
国
誠
一
「
空
間
主
義
東
京
宣
言
書
・1868

覚
書
」『
Ａ
Ｓ
Ａ
』
三
号
、
一
九

六
八
年
、
四
頁
。　

※1868

の
記
載
は
誤
植
で
正
し
く
は1968

（
13
）	

（
註
12
）
五
頁　

参
照
。

（
14
）	

ロ
ン
ド
ン
の
ホ
ワ
イ
ト
チ
ャ
ペ
ル
・
ア
ー
ト
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
さ
れ
た
新

国
の
個
展
、SEIICH

I N
IIK

U
N

I visual poem
s

（
一
九
七
四
年
九
月
三
日
～

一
〇
月
十
三
日
）
に
出
品
さ
れ
た
視
覚
詩
は
以
下
の
二
十
七
点
で
あ
る
。 

《
川
ま
た
は
洲
》（
一
九
六
六
年
）、《
雨
》（
一
九
六
六
年
）、《
闇
》（
一
九
六
六

年
）、《
嘘
》（
一
九
六
六
年
）、《
皿
と
血
》（
一
九
六
六
年
）、《
引
く
》（
一
九
六

八
年
）、《
窓
》（
一
九
六
八
年
）、《
空
隙
》（
一
九
六
八
年
）、《
幻
》（
一
九
六
九

年
）、《
囚
》（
一
九
六
九
年
）、《
辻
》（
一
九
六
九
年
）、《
的
》（
一
九
七
〇
年
）、

《
雲
と
空
》（
一
九
七
〇
年
）、《
雪
花
》（
一
九
七
〇
年
）、《
位
置
》（
一
九
七
〇

言
語
の
も
つ
意
味
的
・
造
形
的
な
力
を
最
大
限
に
活
か
す
た
め
の
重
要
な
要
素

と
な
っ
て
い
る
。

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
素
材
と
す
る
欧
米
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
・
ポ
エ
ト
リ
ー
と
、

日
本
語
を
素
材
と
す
る
新
国
の
具
体
詩
と
で
は
、
言
語
の
構
造
の
違
い
に
よ
り
、

詩
作
の
手
法
や
表
現
の
可
能
性
も
異
な
る
。
新
国
は
、
日
本
語
の
特
性
を
深
く

理
解
し
、
そ
れ
を
詩
的
表
現
に
昇
華
さ
せ
る
こ
と
で
、
独
自
の
具
体
詩
を
創
作

し
た
。
そ
の
作
品
は
、
視
覚
的
な
配
置
の
み
な
ら
ず
、
言
語
の
も
つ
意
味
の
ゆ

ら
ぎ
や
重
層
性
を
通
じ
て
、
鑑
賞
者
に
多
義
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
喚
起
す
る
も
の

で
あ
る
。

本
論
で
と
り
あ
げ
た
ロ
ン
ド
ン
個
展
の
出
品
作
品
は
、
新
国
が
海
外
で
も
理

解
さ
れ
や
す
い
も
の
を
選
定
し
た
た
め
か
、
漢
字
を
用
い
た
作
品
が
多
く
、
ひ

ら
が
な
や
カ
タ
カ
ナ
を
使
用
し
た
作
品
の
分
析
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
今
後
の

研
究
で
は
、
文
字
の
多
様
性
を
よ
り
広
く
活
か
し
た
作
品
や
、
視
覚
的
要
素
に

加
え
て
聴
覚
に
訴
え
る
音
声
詩
も
含
め
た
作
品
の
考
察
を
進
め
て
い
き
た
い
。
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年
）、《
反
戦
》（
一
九
七
〇
年
）、《
大
地
》（
一
九
七
一
年
）、《
海
洋
汚
染
》（
一

九
七
一
年
）、《
状
況
》（
一
九
七
一
年
）、《
悲
歌
》（
一
九
七
二
年
）、《
風
景
》

（
一
九
七
二
年
）、《
点
滅
》（
一
九
七
二
年
）、《
禍
根
》（
一
九
七
二
年
）、《
触

る
》（
一
九
七
二
年
）、《
淋
し
》（
一
九
七
三
年
）、《
プ
ロ
メ
テ
ウ
ス
の
火
》（
一

九
六
六
年
）、《
沈
め
る
寺
》（
一
九
六
六
年
）。

（
15
）	

本
稿
の
図
版
の
出
典
は
、
す
べ
て
『
新
国
誠
一 w

orks 1952-1977

』（
国
立

国
際
美
術
館
、
二
〇
〇
八
年
）。

（
16
）	Seiichi N

iikuni, SE
IICH

I N
IIK

U
N

I visual poem
s 

（W
hitechapel 

A
rt Gallery, 1974

）.
		


T

here is an analogy betw
een the tw

o ideographs for ‘river’ and 
ʻsandbankʼ. If ‘river’ is the subject of the poem

 then ‘sandbank’ is 
the predicate, and if ‘sandbank’ is the subject then ‘river’ is the 
predicate. M

oreover, if ‘river’ and ‘sandbank’ are the subject then 
graphic space itself becom

es the predicate.

（
17
）	

新
国
誠
一
「
メ
タ
フ
ァ
ー
の
こ
と
」『
無
限
』
二
九
号
、
一
九
七
二
年
、
二
九

六
―
二
九
七
頁
。
新
国
は
「
メ
タ
フ
ァ
ー
よ
り
も
ア
ナ
ロ
ジ
ー
に
詩
の
本
質
を
み

よ
う
と
す
る
姿
勢
が
生
じ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。

（
18
）	

（
註
16
）
参
照
。

		


T
his poem

 is fortunate in that there is an im
m

ediate correlation 
betw

een the w
ord-as-sign and the w

ord-as-picture or -im
age. O

nce 
the four drops are rem

oved from
 the ideograph for ‘rain’ they leave 

the w
ord altogether and act as a separate verb.

（
19
）	T

aylor M
ignon, ed., V

isual Poetry of Japan: 1684-2023 （K
erplunk!, 

2024

）. pp.38-41.
		


In N

iikuniʼs w
ork, the rain can read as the Black Rain, rain 

contam
inated w

ith radiation after the bom
bings of H

iroshim
a and 

N
agasaki. A

dditionally, the rain can be the torrent of tears caused 
by continued afterm

ath from
 these bom

bings.

（
20
）	 （
註
16
）
参
照
。

		


M
y aim

 in this poem
 w

as to condense the w
hole im

age m
ade up 

by the ideographs for ‘darkness’ （an

）, ‘gate’ （m
on

） and ‘sound’ （on

）. 
H

ere these three w
ords com

pose their ow
n context visually and 

aurally by a pattern of horizontal and vertical lines.

（
21
）	

（
註
16
）
参
照
。

		


T
his ideograph is a noun m

eaning ‘touch’ w
hich, w

ith the addition 
of the phonetic sym

bol for ‘ruʼ, becom
es the verb ‘to touch’: the 

m
any repetitions of this phonetic sym

bol are intended to display the 
delicacy of the act of touching.

（
22
）	

（
註
16
）
参
照
。

		


O
nly a few

 drops of rain trickle from
 the leaves of the tree. T

here 
is still-ness m

ore than loneliness here in the forest.




